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山田町特産のカキやホタテが人気を博したイベント
＝三島市のリバーサイドガーデン・フォーシーズン

■
詐
璃
軒
虜

議
場
憎
被
災
地
の
特
産
販
売
盛
況

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
3

年
を
迎
え
る
の
を
前
に
、
三

島
市
東
町
の
カ
フ
ェ
兼
園
芸

店
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ガ
ー
デ

ン
・
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」
へ
伊

丹
俊
樹
オ
ー
ナ
⊥
で
9
日
、

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
バ
ザ

ー
や
被
災
地
の
名
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
ラ
イ
ブ
演
奏
な

ど
で
に
ぎ
わ
う
会
場
で
は
、

岩
手
県
山
田
町
の
特
産
品
で

あ
る
蒸
し
ガ
キ
8
0
0
個
と

焼
き
ホ
タ
テ
4
0
0
個
を
そ

の
場
で
焼
い
て
販
売
し
、
立

ち
上
る
香
ば
し
い
香
り
に
長

蛇
の
列
が
で
き
た
。

被
災
地
支
援
活
動
を
続
け

る
コ
ケ
ボ
ラ
会
（
伊
豆
の
国

市
、
滝
野
昇
代
表
）
と
同
店

の
主
催
。
イ
ベ
ン
ト
は
今
回

で
4
回
目
で
、
震
災
以
降
毎

年
開
催
。
震
災
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
継
続
的
に
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
義
援
金

と
バ
ザ
！
な
ど
の
収
益
金

は
震
災
迫
児
の
た
め
に
こ
れ

ま
で
9
4
万
3
6
6
円
を
鈴
木

善
事
記
念
教
育
基
金
に
寄
付

し
、
今
回
も
寄
付
す
る
と
い

う。

上
が
っ
た
。

滝
野
代
表
（
5
7
）
は
「
震
災

を
忘
れ
ず
、
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
が
一
番
大
切
。
被
災

地
か
ら
逆
に
元
気
や
勇
気
を

も
ら
う
こ
と
が
多
く
、
教
わ

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

3
年
、
5
年
と
区
切
る
の
で

は
な
く
、
ず
っ
と
つ
な
が
っ

て
い
け
れ
ば
い
い
。
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も

続
け
て
い
く
」
と
話
し
た
。

会
場
で
は
人
気
を
集
め
た

蒸
し
ガ
キ
、
焼
き
ホ
タ
テ
販

売
の
ほ
か
〝
復
活
・
再
生
の

シ
ン
ボ
ル
〟
と
さ
れ
る
卵
に

食
用
色
素
で
絵
を
描
く
「
エ

ッ
グ
ア
ー
ト
」
コ
ー
ナ
ー
も

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

被
災
地
か
ら
仕
入
れ
た
水
産

加
工
品
な
ど
を
は
じ
め
、
新

鮮
野
菜
や
焼
き
菓
子
販
売
も

好
評
で
、
し
や
ぎ
り
演
奏
や

イ
ン
ド
舞
踊
披
露
、
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
な
ど
も
あ
り
、

岩
手
・
山
田
町
の

特
産
品
を
販
売

三
島
で
慈
善
イ
ベ
ン
ト

東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
曹
イ
ベ
ン
ト
が
9

日
、
三
島
市
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
リ
パ
薯
サ
イ
ド
ガ
！

ヂ
ン
・
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
」
で
開
か
れ
た
。
岩
手

県
山
田
町
特
産
の
海
産
物

の
販
売
な
ど
に
列
が
で
き

た。
毒
に
取
り
組
む
伊
豆

の
国
市
の
「
コ
ケ
ポ
ラ
運

動
事
務
局
」
と
同
店
が
主

催
し
、
4
回
目
の
開
催
。

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
蒸

し
ガ
羊
や
大
粒
の
焼
き
ホ

タ
テ
の
販
売
な
ど
に
加
え

て
バ
ザ
ー
や
ラ
イ
ブ
も
開

催
さ
れ
、
会
場
は
熱
気
に

あ
ふ
れ
た
。

自
身
も
し
ゃ
ぎ
り
演
奏

で
盛
り
上
げ
た
会
社
員
山

田
建
さ
ん
（
警
＝
三
島
市

東
町
＝
は
「
震
災
は
、
と
仙

て
も
人
ご
と
と
は
思
え
な

か
っ
た
。
少
し
で
も
支
援

の
機
運
を
高
め
ら
れ
た
の

な
ら
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
思
い
を
口
に
し
た
。
収

益
は
全
額
、
山
田
町
の
鈴

木
善
幸
記
念
教
育
基
金
に

贈
ら
れ
る
。


